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訪問スケジュール 

 

6 月 7 日（土） 

 午前、関西国際空港発。 

 トランジットのためシンガポールにて 1 泊 

  ↓ 

6 月 8 日（日） 

 午前、シンガポール・チャンギ空港発 

 夕刻、パース空港着、ホテルへ。 

  ↓ 

6 月 9 日（月） 

 午前中より、エディスコーワン大学を訪問 

 CHPRC（Child Health Promotion Research Center）の研究者との意見交流 

  ↓ 

6 月 10 日（火） 

 CHPRC（Child Health Promotion Research Center）の研究者との意見交流 

  ↓ 

6 月 11 日（水） 

 Joondalup キャンパスにおいて、日本人研究者の Ken Kazunori Nosaka 氏、Kaoru 氏ご

夫妻を訪問 

 夕刻、CHPRC に戻りスタッフと挨拶 

  ↓ 

6 月 12 日（木） 

 市内交通機関等を利用してパース市郊外を調査 

  ↓ 

6 月 13 日（金） 

 午後、パース空港発 

 深夜、トランジット、チャンギ空港発。 

  ↓ 

6 月 14 日（土） 

 朝、関西国際空港着、解散。 
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正課外活動報告（全般） 

 

活動の概要 

西オーストラリア州パース市にある、エディスコーワン大学の CHPRC（Child Health 

Promotion Research Center）を訪問し、大学院生が教職員の支援のもと、健康教育の分野

において研究交流や国際交流に関する正課外活動を行った。尚、今回訪問したのは、人間

発達論講座の川畑徹朗教授、宋昇勲（川畑研究室 M2）、菱田一哉（川畑研究室 M1）増山

隆太（石川研究室 M1）、の 4 名であるが、大学院 GP の正課外活動として訪問したのは、

増山、菱田の両名である。 

 

これまでの経緯と訪問の準備 

 エディスコーワン大学 CHPRC のディレクターである Donna Cross 教授と、神戸大学人

間発達環境学研究科人間発達論講座の川畑教授は、1988 年にニューヨークにおいてライフ

スキルの講習会でお知り合いになって以来旧知の間柄であり、以降ライフスキル教育に関

する研究を通じて研究交流を深めて来られた。現在は、CHPRC が開発した小学生向けいじ

め防止プログラム「Friendly Schools & Families」、開発中である中学生向けいじめ防止プ

ログラム「Supportive School Project」、ネットいじめ防止プロジェクト「Covert and Cyber 

Bullying Project」を川畑教授の指導のもと院生が主要な研究対象としている。訪問にあた

り、事前に川畑教授が現地でのスケジュール調整にあたり、院生は日本のいじめの状況を

紹介する資料を作成するとともに、講義に備え質問内容や意見のまとめを行った。 

文責 菱田 
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大学院 GP 活動報告 

菱田 一哉（人間発達環境学研究科心身発達専攻博士課程前期課程 1 年） 

 

初日にエディスコーワン大学の CHPRC（Child Health Promotion Research Center）を

訪問した際、スタッフ全員がミーティングルームに集まって自己紹介をしてくれ、その手

厚い歓迎に感激した。講義の形式は、我々日本からの訪問者 4 人だけのために各担当者が

個別にプレゼンテーションしてくれるというものであり、非常に濃密なものであった。初

日は、Ms Renée Campbell-Pope による保護者の喫煙防止と子どもとの効果的なコミュニ

ケーションを促す「Parents and Smoke-free Kids Research Project」、Ms Stacey Waters

による小学生向けいじめ防止プログラム「Friendly Schools & Families」、Dr Lydia Hearn

によるオーストラリアの先住民アボリジニ支援プロジェクト「Solid Kid Solid Schools 

Project」であった。私の研究テーマが「いじめ防止」なので、特に Ms Stacey Waters に

は多くの質問をしたが、いじめを被害者、加害者、目撃者（bystander）に分け、目撃者の

役割を重要視するという考え方が、わが国のいじめの構造と非常に合致していることに改

めて新鮮な感動を受けた。 

 二日目は、Ms Stacey Waters による中学生向けいじめ防止プロジェクト「Supportive 

Schools Project」、Ms Laura Dearle による青尐年を喫煙や薬物乱用から守るための課外活

動推進プロジェクト「KIT-Plus Extra-curricular Project」、Ms Margaret Hall による幼稚

園児の攻撃行動マネージメントプロジェクト「Childhood Aggressive Project」、そして Ms 

Debora Brown、Ms Sarah Falconer、Mr Mitch Read らによるネットいじめ防止プロジェ

クト「Covert and Cyber Bullying Project 」であった。やはり研究テーマの関係で Ms 

Stacey Waters に多く質問したが、オーストラリアのいじめの形態が日本と非常によく似て

いることが理解できた。ネットいじめに関しては、5 月 26日に Perth Cybersafety Forum

がすでに開かれており、 ネットいじめに関する取り組みの早さも感じた。街中で何軒かの

ネットカフェを見たが、どこも盛況でありオーストラリアも日本と似た状況であることを

体感した。 

 三日目は、CHPRC から離れた Joondalup キャンパスに移動し、現地でスポーツ運動科

学の研究をされている Ken Kazunori Nosaka 氏と奥様の Kaoru 氏に実験施設やキャンパ

スの案内をして頂いた。日本の大学では揃えることができないという最新の測定器具を見

せて頂き、その性能に驚かされた。トレーニング施設は地元の人が使うこともでき、大学

と地域との親密な関係がうかがわれた。CHPRC に戻ると残っていたメンバー全員がミーテ

ィングルームに集まって見送ってくれ、スタッフの温かさに感動した。 

 正直に言って、英語のセッションには苦労し、戸惑う部分も多かったが、疑問に思って

いたことを直接、現地の研究者に確認し、意見を交換し合えた意義は非常に大きいと考え

る。今後も、このような良好な関係を維持し、院生レベルでもお互いを刺激し合えるよう

な関係を作り上げていきたいと思う。 
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大学院 GP 活動報告 

増山 隆太（人間発達環境学研究科心身発達専攻博士課程前期課程１年） 

 

 川畑徹朗教授よりお話をいただき、エディスコーワン大学への訪問者として参加するこ

とになった。自身にとっては研究目的での海外経験は初めてのことであり、コミュニケー

ション等に尐なからず不安を抱いていたが、CHPRC（Child Health Promotion Research 

Center）のスタッフ全員からの温かい歓迎は、そうした不安を解消してくれるものであっ

た。 

 CHPRC を訪問して感じたことは何よりもまず、若手研究者らの研究への情熱であった。

それぞれの研究者が教育学や心理学など様々に異なる学問領域を持つ中で、互いにチーム

を組み、将来を担う子どもたちの健康を増進するプログラムを開発している姿には並々な

らぬ決意と責任を感じ取ることができた。CHPRC は４つの領域における子どもの健康に関

わる健康増進プログラムの開発を進めている。その４領域とは、「喫煙」「食育」「怪我の防

止」「メンタルヘルス」についてであり、各領域に携わる研究者が現在開発中あるいは実行

中のプログラムについて我々に丁寧に説明をしてくださった。 

 日本では学校教育の場で WHO の提唱するライフスキル教育が徐々に知られつつある段

階にある。オーストラリアでも同様に、ライフスキルに着目した健康教育が今後どのよう

に保護者や教師、子どもに受け入れられていくかが重要視されていた。全日程を通して、

CHPRC からの研究紹介は、我々参加者と担当研究者とのマンツーマンに近い形式で行われ

た。担当研究者らは随時、我々の質問に耳を傾けてくれ、また、研究領域を共通して持っ

ていることからも、日本の子どもたちを取り巻く現状について多くの関心を抱いてもらう

ことができた。 

 日本のライフスキル教育において、海外の事例を調査し、そこから日本のライフスキル

教育に役立つ有用な示唆を得ることは有意義なことである。日本国内からでは感じること

ができない、あるいは知ることのできないその国の実情というものを、エディスコーワン

大学の研究者らとの意見交換の中で知ることができたことを非常に嬉しく思っている。健

康教育を展開する上での、オーストラリア特有の地理的な問題（健康教育を行う教師の育

成が転勤等によりままならない）、アボリジニーとの問題（長く差別されてきた歴史があり、

生活環境が不十分であり介入もしづらい現状がある、またアボリジニーの寿命はその生活

環境から非常に短い）など、オーストラリアにおける問題認識というものを多く知ること

ができた。 

 今後も、エディスコーワン大学 CHPRC との交流が定期的に持たれ、意見の交流がひい

ては日本とオーストラリアのライフスキル教育に、さらにはアジアの子どもたちの教育の

発展へと繋がることを望みたい。 

 貴重な経験の機会を与えてくださった川畑徹朗教授に御礼申し上げます。そして、

CHPRC のスタッフの皆様の温かさに感謝いたします。 
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Parents and Smoke-free Kids Project の資料 
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「Friendly Schools & Families」 Parents’Guide の表紙 
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KIT-Plus Extra-curricular Project の資料 
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CAP Project の資料 
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Perth Cybersafety Forum のパンフレットの表紙 
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訪問写真集 

 

 

 

キングスパークよりスワンリバーを望んで 

 

 

キャンパス内 
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CHPRC のスタッフと 

 

 

Friendly Schools & Families に携わっている Stacy さんと 
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Parents and Smoke-free Kids Research Project に携わっている Renee さんと 

 

 

Solid Kids Solid Schools Obesity Project に携わっている Lydia さんと 
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CHPRC の前で 

 

 

スタッフと 
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キングスパーク内のモニュメント 

 

 

キングスパーク 
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総括 

 

今回、エディスコーワン大学の CHPRC（Child Health Promotion Research Center）を

訪問し、健康教育の分野において研究交流を行った。報告書にも書いたが、非常に厚い歓

迎を受け、研究者とも Face to Face で非常に深い交流をさせて頂いた。一方的な講義では

なく、疑問に思っていることを直接質問し、お互いの意見を交換し合えた意義は大きい。

これは、人間発達論講座の川畑教授が CHPRC のディレクターである Donna Cross 教授と

親交を深めて来られたからであり、我々はその恩恵にあずかったことになる。このような

貴重な海外の研究者との関係は、大切にしていかなければならないし、今後は院生レベル

でもお互いに刺激を与えられるような良い関係を築き上げていきたいと考える。異文化の

中、教官や院生同士が戸惑いながらも一緒に生活し、行動をして絆感が深まった意義も大

きい。このような貴重な機会を与えて頂いた大学院 GP の皆様に感謝致します。 


